
小水力発電の事例（瀬月内ダム発電所）

○瀬月内ダムの導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岩手県久慈市
： 59.2kW
： 313MWh
： 0.3m3/s     
： 29.0m   
： 2億2,100万円
：平成29年9月
：地域用水環境整備事業

（瀬月内ダム地区）
：九戸村

小水力発電施設

せ つ き な い

久慈市山形町

ランナ

放流水

ﾗﾝﾅ

期別水量 発電用水（ダムからの維持放流・常時満水位維持
のための放流及びかんがい用水放流に従属）

設置箇所

水車・発電機

クロスフロー水車
構 造 概 要

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

0.616 m3/s
0.526 m3/s

0.122 m3/s0.122 m3/s 0.300 m3/s

農業用水
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○後藤川温水路の落差を利用した小水力発電所

期別水量

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岩手県八幡平市
： 49.9kW
： 415MWh
： 0.91m3/s
： 9.34m
： 1億1,400万円
：平成30年4月
：地域用水環境整備事業

（松川地区）
：松川土地改良区

小水力発電の事例（松川第一小水力発電所）
ま つ か わ

八幡平市松尾

イメージ図

設置箇所

小水力発電施設

農業用水

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

発電用水（農業用水に従属）
※発電最大使用水量4.100 m3/s

2.843 m3/s

0.910 m3/s 0.910 m3/s
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【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

期別水量

○南照井堰用水路の落差を利用した少流量・低落差での小水力発電所

小水力発電の事例（八幡沢発電所）
は ち ま ん ざ わ

：岩手県一関市
： 19.9kW
： 113MWh
： 1.315m3/s
： 2.34m
： 8,800万円
：平成31年4月
：農業水路等長寿命化・防災減災事業

（八幡沢地区）
：照井土地改良区

一関市厳美町

小水力発電施設

発電へ

南照井堰
用水路

農業用水

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2.182 m3/s

1.315 m3/s

0.642 m3/s0.642 m3/s

発電用水（農業用水に従属）
※発電最大使用水量
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小水力発電の事例（荒砥沢発電所）

○国営迫川上流農業水利事業により造成された荒砥沢ダムの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：宮城県栗原市
： 1,000kW
： 3,355MWｈ
： 2.0m3/s
： 62.98m
： 8億5,600万円
：平成11年4月
：国営かんがい排水事業
（迫川上流地区）

：迫川上流土地改良区

発電用水は、かんがい用水の他に河川維持流量や常時満水位維持のための河川放流
量（無効放流）を利用している。

期別水量 発電用水は、かんがい用水の他に河川維持流量や常時満水位維持のための河川放流
量（無効放流）を利用している。

最大使用水量
Q=2.000m3/s

Q=1.021m3/s

Q=5.865m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10
月

11
月

12
月

Q=0.658m3/sQ=0.658m3/s
Q=1.464m3/s

Q=4.165m3/s

小水力発電施設

地区内の国営施設【頭首工５箇所、揚水機場２箇所、用水
路（除塵機等）】の維持管理費の負担軽減に役立ている。

あ ら と ざ わ
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【発電所諸元】

：宮城県大崎市
： 5.5kW 
： 34MWh
： 2.19m3/s     
： 0.8～1.10m   
： 2,700万円
：平成27年4月
：地域用水環境整備事業

（内川地区）
：大崎土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○国営大崎西部地区の第１号幹線用水路の落差を利用して小水力発電施設

小水力発電の事例（内川小水力発電所）
うちかわ

１号幹線用水路19号落差工

発電地点（設置前）

位 置 図

発電地点
19号落差工

第１号幹線用水路

江合川

大崎土地改良区

第３号幹線用水路
第１号幹線用水路

水車

集水板

昇降架台

点検歩廊

発電施設断面図

宮城県

大崎市

期別水量

流
量

(m3/s)

11.504 m3/s
農業用水

発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

6.767 m3/s

2.497 m3/s 2.497 m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2.190m3/s※
最大使用水量

発電施設（設置後）

開水路式立軸クロスフロー水車

側 面 図

2.06m3/s
1.568m3/s1.568m3/s
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【発電所諸元】

位 置：仙台市泉区朴沢
最 大 出 力： 7kW
年間発電可能量（推定）： 約42MWh
最 大 使 用 水 量： 0.35m3/s
有 効 落 差： 3.67m

建 設 費： 4,530万円
運 転 開 始：平成30年11月
造 成 事 業 名：中山間地域所得向上支援事業

（朴沢地区）
施 設 管 理 者：仙台市

小水力発電の事例（朴沢小水力発電所）
ほおざわ

位 置 図

朴沢小水力発電所

発電施設概要図

発電施設（設置後）

○朴沢用水路（通称：つかい川）の落差を利用した小水力発電施設
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水圧管路（FRPMφ600）

流
量

(m3/s)
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

【発電所諸元】

：秋田県由利本荘市
： 740kW 
： 2,993MWh
： 0.8m3/s     
： 116m   
： 8億630万円
：平成元年10月
：県営かんがい排水事業

（西目地区）
：由利本荘市土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○県営かんがい排水事業で整備した上巾用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（西目発電所）

期別水量

0.600 m3/s

農業用水(既設許可水利権) 発電用水（農業用水に従属）

発電用水（渓流水等）

(非かんがい期)
0.460 m3/s (普通期) 0.572 m3/s

(代掻き期)

に し め

東ため池１

し か く い ど た め い け

東ため池２

四角井戸ため池

四角井戸用水路

水圧管路（FRPMφ450）

発電設備(水車など)

かんがい面積
455ha

水槽

西目幹線用水路
にしめかんせんようすいろ

秋田県由利本荘市西目字黒森地内

上
巾
水
路

ヘッド
タンク

(非かんがい期)
0.460 m3/s

0.800 m3/s

西目幹線用水路
にしめかんせんようすいろ

かんがい面積
455ha

上巾水路
ヘッド
タンク

水槽

延長517m

有効落差116m

発電設備(水車など)

［平面図］

［縦断図］

横軸単輪単流渦巻フランシス水車の内部構造図

秋田県

由利本荘市
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Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

【発電所諸元】

：秋田県にかほ市
： 43kW 
： 355MWh
： 0.4m3/s     
： 15.0m   
： 1億2,000万円
：平成28年5月
：地域用水環境整備事業

（畑野地区）
：にかほ市土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○県営かんがい排水事業で整備した金浦幹線用水路の落差を利用した全線管路化による小水力発電施設

小水力発電の事例（畑野小水力発電所）

期別水量

流
量

(m3/s)

0.465 m3/s

農業用水(既設許可水利権) 発電用水（農業用水に従属）

発電用水（新規水利権取得）

(非かんがい期) (非かんがい期)
0.404 m3/s 0.404 m3/s

(普通期)
0.404 m3/s

(代掻き期)

は た の
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Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

【発電所諸元】

：秋田県仙北郡美郷町
： 11kW 
： 57MWh
： 0.7m3/s     
： 2.7m   
： 3,800万円
：平成28年5月
：地域用水環境整備事業

（六郷東根地区）
：秋田県仙北平野土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○県営かんがい排水事業で整備した六郷東根幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（六郷東根小水力発電所）
ろ く ご う ひ が し ね

期別水量

流
量

(m3/s)

農業用水(慣行水利権) 発電用水（農業用水に従属）

0.880 m3/s(普通期)

発電用水（新規水利権）

0.293 m3/s(非かんがい期)

最大使用水量0.700 m3/s0.407 m3/s(発電増量分)
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小水力発電の事例（真木関根発電所）

期別水量 農業用水(慣行水利権) 発電用水（農業用水に従属）

発電用水（新規水利権）

【発電所諸元】
：秋田県大仙市
： 18kW 
： 97MWh
： 1.211m3/s     
： 2.531m   
： 8,000万円
：令和元年5月
：地域用水環境整備事業

（真木関根地区）
：大仙市

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○行政が管理する小水力発電施設

ま ぎ せ き ね

真木関根幹線用水路

発電流量 Q=1.211m3/s

有効落差 H=2.531m

ヘッドタンク・取付水路 新設

秋田県

大仙市
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